
栄養教諭配置校と
栄養教諭未配置校が連携した
食に関する指導の充実について

【中央地区】
にかほ市立院内小学校 東海林千佳子
にかほ市立平沢小学校 出雲悠華

令和元年度 学校食育推進リーダー研修会

令和２年 １月 ３１日（金）
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にかほ市の学校給食について

院内小学校
（単独調理場）

平沢小学校
（単独調理場）

仁賀保中学校
（単独調理場）

象潟
中学校

象潟
小学校

平沢小学校所属の栄養教諭兼任校

象潟学校給食
共同調理場

＜献立の提供＞

＜給食の配送＞

栄養教諭

主任
学校
栄養士
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にかほ市立院内小学校について

•児童数 １４０名
•学級数 ８学級
•職員数 ２4名
•学校教育目標
「 夢に向かって学び、

共に伸びゆく子どもの育成 」
１２月２０日現在
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食育推進組織について

◎校⾧

教頭 教務主任

養護教諭 給食主任

院内小学校

学校給食
委員会
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食育推進組織について

◎校⾧

教頭 教務主任

養護教諭 給食主任

院内小学校

栄養教諭

平沢小学校

食育推進組織（学校給食委員会）

小さな
組織

連携
協力
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食に関する指導の全体計画の作成について
既存の食に関する指導の全体計画を、食に関する指導
の手引きー第二次改定版ーに合わせて再構成

アンケート作成 → 集計 → 課題を整理

新たな食に関する指導の全体計画が完成

児童生徒・保護者や地域の実態把握
→課題から評価指標及び目標値
を設定することが必要
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食育の評価
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「栄養教諭を中核とした
これからの学校の食育」

（文部科学省）より

)



食育の評価
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「栄養教諭を中核とした これからの学校の食育」
（文部科学省）より



食育の評価

•教職員を対象とした
アンケート
（年１回実施）

活動指標
（アウトプット）

成果指標
（アウトカム）

•児童を対象とした
食生活アンケート
実績値集計（１回目）
→ 目標値設定
→ 評価（２回目）9



食生活
アンケート
•６月実施
•１～４年生
１０問

•５，６年生
１５問
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食生活アンケート

差が
大きい

成果
指標に
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食生活アンケート

成果
指標に

成果
指標に
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食生活アンケート
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食生活アンケート

成果
指標に

5,6年のみ
回答
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食生活アンケート

成果
指標に

5,6年のみ
回答

5,6年のみ
回答
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食生活アンケート
問１４ 秋田県（にかほ市を含む）の

郷土料理で、知っているもの
問１５ にかほ市でとれたり、

作られている食べ物で、
知っているものきりたんぽ、きりたんぽなべ、

あげそば、ババヘラ、
横手やきそば、比内地鶏、
稲庭うどん、だまこもち など

あげそば、ハタハタ、いちじく、
米、ジャージーヨーグルト、
ジャージー牛乳、岩ガキ など

5,6年のみ回答
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あげそばは、昭和４０年代に、
にかほ市立平沢小学校の学校
給食から生まれた料理です。
やがて、旧仁賀保町の他の
小中学校でも作られるように
なりました。



食育の評価
活動指標（アウトプット）
栄養教諭と学級担任が連携し、

給食時間における食に関する指
導を計画通り実施できたか。

手洗い、配膳、食事マナーな
ど日常的な給食指導を継続的に
実施できたか。

「食育の視点」を意識しながら、
教科・特別活動等における食に
関する指導が推進されたか。

教員同士の連携体制が構築さ
れ、食に関する指導が行われて
いるか。

成果指標（アウトカム）
R1

実績値
(６月) 目標

「おうちの食事で苦手なものが出た
時」に「食べないことが多い」と回
答した割合

１７．５
％
１５．０

％

「食事のマナーに気をつけている」
に「はい」「どちらかといえば、は
い」と回答した割合

８６．８
％
９０．０

％

「食事の時に、衛生的な行動をして
いる」に「はい」と回答した割合

７３．７
％
７８．０

％

「栄養のバランスを考えた食事をと
ることは大切だと思う」に「思う」
と回答した割合

８６．５
％
９０．０

％

「食事を通してふるさとのよさや季
節を感じることは大切だと思う」に
「思う」と回答した割合

７３．１
％
７５．０

％

－2.5％

＋3.2％

＋4.3％

＋3.5％

＋1.9％17



食に関する指導の全体計画
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食に関する指導の取組
•給食の時間における
食に関する指導

•教科等における
食に関する指導
生活科、家庭科
児童集会

•給食試食会での講話
19

小学生用食育教材「たのしい食事
つながる食育」（文部科学省）を
活用して、指導資料を作成



給食時間「給食一口メモ」
•当日の食材や料理に関する給食
一口メモを、給食だよりと一緒
に、各校に送付

•放送委員会の児童が、
給食時間中に放送

•２学期から内容に、赤・黄・緑
の食品分けを追加
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給食時間「正しい箸の持ち方を知り、実践する」
•栄養教諭が、指導案と
指導資料を作成

イラスト:小学生用食育教材「たのしい食事 つながる食育」（文部科学省）21



給食時間「正しい箸の持ち方を知り、実践する」

•初回は、給食時間中に教室
を訪問し、栄養教諭が指導

•同じ資料を用いて、
他学年でも指導

•指導後におたよりを配布
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〈１，２年生〉生活科

•１，２年生が育てたさつまいも
を使った調理実習の前に、さつ
まいもを使った料理や、栄養に
ついて、栄養教諭から紹介
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イラスト:
小学生用食育教材
「たのしい食事
つながる食育」
（文部科学省）



〈１，２年生〉生活科

•実習では、１年生は「パンケーキ」と「カップ
ケーキ」、２年生は「スイートポテト」を調理

24



〈１，２年生〉生活科
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〈５年生〉家庭科

•給食の食材を３つの食品のグ
ループに分ける

•自作の食品カード（表:食品／
裏:食品のグループと多くふく
まれる栄養素）で、班ごとに神
経衰弱ゲームをして、食品のグ
ループと栄養素を確認する
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〈５年生〉家庭科
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〈６年生〉家庭科
•こんだてを考えるポイント、
見直しの方法を栄養教諭が
紹介

•児童が考えた１食分の献立を
「栄養」「いろどり」「味」
のバランスがよいか見直す

•お互いの献立のよいところを
伝え合う
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〈全校〉児童集会
•保健体育委員会児童の発表と栄養教諭の講話
•調理室の器具や食材についてのクイズ
•食べ残しの量を、ペッ
トボトルやチョコレー
トの数で紹介

•好き嫌いせずに食べる
ことをよびかけ
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テーマ:
フードロスを減らす



〈全校〉児童集会
•栄養教諭の講話
「○○○１こぶんのゆうき」

イラスト:小学生用食育教材
「たのしい食事 つながる食育」（文部科学省） 30



〈全校〉児童集会
•栄養教諭の講話
「○○○１こぶんのゆうき」

イラスト:小学生用食育教材
「たのしい食事 つながる食育」（文部科学省） 31



〈１年生保護者〉給食試食会での講話
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•講話の内容は、給食の衛生管理、
「ふるさとの味 食育事業」の紹
介、食事を通して身につけてほし
いこと、朝ごはんの重要性、など

•簡単に作ることができる朝食レシ
ピの配布

•１年生の保護者を対象とした給食試食会の後で、
栄養教諭から保護者への講話を実施



成果と課題 食育の評価
活動指標

（アウトプット）
成果指標
（アウトカム）

33

目標達成（目標＋５％以上）
→ １:できた

目標達成（目標＋５％未満）
→ ２:おおむねできた

目標未達成（６月より上昇）
→ ３:あまりできなかった

目標未達成（６月より下降）
→ ４:できなかった

肯定的な意見（「強くそう思う」
「どちらかといえばそう思う」）の割合
８割以上→ １:できた
６～８割→ ２:おおむねできた
４～６割→ ３:あまり

できなかった
４割未満→ ４:できなかった



成果と課題 食育の評価
アンケート《職員》
（１２月）９名
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活動指標
（アウトプット）

R1
１:
強くそう
思う

２:
どちらか
といえば
そう思う

３:
あまりそ
う思わな
い

４:
まったく
そう思わ
ない

評価

栄養教諭と学級担任が連携し、給食
時間における食に関する指導を計画通
り実施できたか。

２２．２
％

５５．６
％

２２．２
％

０．０
％
２:おおむね
できた

手洗い、配膳、食事マナーなど日常
的な給食指導を継続的に実施できたか。

１１．１
％

５５．６
％

３３．３
％

０．０
％
２:おおむね
できた

「食育の視点」を意識しながら、教
科・特別活動等における食に関する指
導が推進されたか。

０．０
％

６６．７
％

３３．３
％

０．０
％
２:おおむね
できた

教員同士の連携体制が構築され、食
に関する指導が行われているか。

０．０
％

７７．８
％

２２．２
％

０．０
％
２:おおむね
できた



成果と課題 食育の評価
成果指標
（アウトカム）

R1

実績値
（６月） 目標 実績値

（12月）
評価 備考（取組状況や

参考となる事項等）

「おうちの食事で苦手なもの
が出た時」に「食べないこと
が多い」と回答した割合

１７．５
％
１５．０

％
２０．４

％

４:
できな
かった

「給食では、苦手なものが
出たとき全部食べることが
多い」と回答した児童の割
合が2.9％増えているのとは
対照的である。

「食事のマナーに気をつけて
いる」に「はい」「どちらか
といえば、はい」と回答した
割合

８６．８
％
９０．０

％
８３．２

％

４:
できな
かった

栄養教諭と連携しながら、
具体的に指導した結果、児
童が自分を見つめ、食事の
マナーについてより自覚を
促した結果と考えられる。

「食事の時に、衛生的な行動
をしている」に「はい」と回
答した割合

７３．７
％
７８．０

％
６７．２

％

４:
できな
かった

栄養教諭と連携しながら、
具体的に指導した結果、児
童が自分を見つめ、食事の
衛生についてより自覚を促
した結果と考えられる。

食生活アンケート調査《児童》
（６月・１２月）全１３７名

35

＋2.９％

－3.６％

－６.５％



成果と課題 食育の評価
成果指標
（アウトカム）

R1

実績値
（６月） 目標 実績値

（12月）
評価 備考（取組状況や参考

となる事項等）

「栄養のバランスを考えた食
事をとることは大切だと思
う」に「思う」と回答した割
合

８６．５
％
９０．０

％
８８．０

％

３:
あまり
できな
かった

目標は下回ったものの、6月、
12月ともに9割近くの児童
が食事の栄養バランスの大
切さについては認識してい
る。今後も家庭科の授業等
で指導していきたい。

「食事を通してふるさとのよ
さや季節を感じることは大切
だと思う」に「思う」と回答
した割合

７３．１
％
７５．０

％
６０．０

％

４:
できな
かった

「思う」と回答している児
童の割合は減ったものの、
「どちらかといえば思う」
と回答している児童の割合
は18.5%増えていた。結果、
肯定的評価（「思う」「ど
ちらかといえば思う」の合
計）は90.0％で、5.4%増
えていた。

食生活アンケート調査《児童》
（６月・１２月）5，6年 ５２名
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＋１.5％

－１３．１％



成果と課題 食生活アンケート
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給食が好きな児童、
あいさつをする児童は増加



成果と課題 食生活アンケート
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給食を残さず食べる児童、
苦手でも全部食べる児童は増加



成果と課題 食生活アンケート
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「ふるさとの味
食育事業」で２学
期に提供した地場
産物について回答
した児童が増えた。

問１５ にかほ市でとれたり、
作られている食べ物で、
知っているもの

品名 ６
月

１２
月 備考

ハタハタ １２ ２１ １２月に
提供

いちじく ６ １４ １１月に
提供

たこ ０ １ １０月に
提供

ハタハタの
あまから揚げ

鶏肉の
いちじく焼き たこのから揚げ



成果と課題

•児童集会後、「いちご一個分の勇気」の合い言葉が浸透し、給食
の残量が減った。

•栄養教諭との様々な連携の在り方を探ることができた。
•食について考えたり、自分の生活を見つめたりする意識が高まっ
た。

《 成 果 》
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《 課 題 》
•複数の成果指標の中で重点が決まっておらず、食育を通して目指
す子どもの具体像の共有が不十分であった。



ご清聴
ありがとう
ございました
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